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八
）
オ
ン
ダ
シ
河
原
（
続
々
々
） 

 

大
野
福
次
郎
文
書 

大
野
福
次
郎
ら
は
、

オ
ン
ダ
シ
河
原
か
ら
親
鼻
に
出
て
、
栗
谷
瀬

の
渡
―
金
比
羅
坂
―
根
古
屋
を
経
て
、
小
前

の
「
隊
長
分
の
評
議
」
に
駆
け
つ
け
る
つ
も

り
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

し
か
し
、
オ
ン
ダ
シ
河

原
で
の
警
官
隊
と
の
「
遭

遇
」
に
よ
り
小
池
戸
長
宅

に
連
行
さ
れ
る
破
目
に
な

り
ま
し
た
。 

 

親
鼻
方
面
か
ら
、
国
道

一
四
〇
号
を
黒
谷
方
向
に

行
き
、
大
塚
交
差
点
す
ぐ

先
を
左
に
入
る
と（「
ム
ク

ゲ
自
然
公
園
」
入
口
の

道
」）、
右
側
に
皆
野
町
指

定
史
跡
「
小
池
氏
館
跡
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
が
、

秩
父
事
件
当
時
の
皆
野
村

戸
長
小
池
槌
蔵
の
屋
敷
跡

で
す
。 

 

館
跡
西
側
の
道
は
、
金

崎
―
腰
―
黒
谷
の
旧
道
。

館
跡
北
側
に
は
土
塁
、
館

跡
南
方
に
間
口
三
間
半×

奥
行
二
間
の
門

構
え
が
残
っ
て
い
ま
す
。
屋
敷
地
に
隣
接
す

る
山
側
に
庭
園
（「
心
字
池
」）
が
あ
り
、
池

南
方
の
「
大
塚
池
」
は
、
何
昔
前
の
近
隣
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
小
池
槌
蔵
の
墓
） 

********************************* 

子
供
た
ち
が
水
遊
び
を
し
た
場
所
で
す（『
皆

野
町
誌 

通
史
編
』
参
照
）。 

 

大
野
福
次
郎
ら
が
、
小
池
宅
に
勾
留
さ
れ

て
い
た
時
、
福
次
郎
組
の
田
島
竜
助
（
風
布

下
組
・
農
・
三
五
歳
・
科
料
二
円
）
は
持
っ

て
い
た「
書
類
」を
畳
の
下
に
隠
し
ま
し
た
。

一
一
月
一
七
日
の
浦
和
軽
罪
熊
谷
支
庁
で
の

「
裁
判
言
渡
」
に
よ
る
釈
放
後
、
竜
助
は
小

池
宅
に
行
き
、「
書
類
」
を
取
り
戻
そ
う
と
し

ま
し
た
が
、
事
前
に
家
人
に
見
つ
か
り
、
来

合
わ
せ
た
本
野
上
分
署
宮
石
巡
査
が
畳
の
下

の
「
書
類
」
を
発
見
・
押
収
す
る
と
と
も
に
、

竜
助
を
再
逮
捕
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
「
書
類
」
が
、
永
保
社
の
項
で
触
れ

た
大
野
福
次
郎
所
持
の
「
①
困
民
党
盟
約
」、

「
②
自
由
党
入
党
願
」
四
九
名
分
、「
③
暴
徒

加
盟
者
名
簿
」
六
〇
人
分
（
官
側
資
料
、
三

沢
村
の
人
名
も
あ
り
）、「
④
自
由
党
員
名
簿
」

九
七
名
分
、「
⑤
借
用
金
名
簿
、
質
入
金
高
品

数
記
」（
永
保
社
そ
の
他
か
ら
の
借
用
金
高
・

借
入
者
一
覧
、
質
入
金
の
貸
主
・
借
主
一
覧
）

で
す
（「
大
野
福
次
郎
裁
判
文
書
」）。 

 

こ
の
押
収
さ
れ
た
書
類
は
、
当
時
の
風
布

村
と
そ
の
周
辺
農
民
の
経
済
状
態
や
困
民
党

指
導
者
が
困
窮
農
民
を
ど
の
よ
う
に
「
困
民

党
」
に
組
織
し
て
行
っ
た
か
等
を
知
る
上
で

貴
重
な
も
の
で
す
。 

 

も
し
、
大
野
福
次
郎
ら
が
オ
ン
ダ
シ
河
原

で
警
官
隊
に
「
遭
遇
」
し
な
か
っ
た
ら
こ
の

書
類
は
後
世
現
れ
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
し
、

し
か
も
押
収
場
所
が
町
内
で
あ
る
こ
と
に
留

意
す
る
た
め
本
項
を
設
け
た
次
第
で
す
。 

な
お
、
次
回
登
場
す
る
土
京
の
青
木
与
市

は
、「
自
由
党
入
党
願
」
に
名
前
の
あ
る
一
人

で
す
が
、
一
一
月
三
日
、
横
瀬
川
の
「
橋
向

う
の
酒
屋
」
で
皆
野
に
向
う
「
暴
徒
」
六
人

に
会
い
、
同
行
す
る
途
中
、
連
中
の
話
か
ら

小
池
戸
長
宅
が
放
火
さ
れ
る
か
と
心
配
し
、

抜
け
出
し
て
こ
れ
を
戸
長
宅
に
知
ら
せ
て
い

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
小
池
家
門
構
え
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常
山 

 

知
子 

 
 

                      

 

 

 

    

１１
月
２２
日
、
日
本
共
産
党
埼
玉
県
議
団
の

村
岡
県
議
が
、
皆
野
町
金
沢
の
残
土
崩
落
現

場
調
査
に
来
町
し
た
際
、『
時
間
が
あ
っ
た
ら

是
非
「
歩
道
の
な
い
皆
野
橋
」
を
見
て
欲
し

い
』
と
申
し
入
れ
、
現
地
視
察
が
実
現
し
ま

し
た
。 

 

「
こ
れ
は
危
な
い
！
」
私
た
ち
が
橋
の
隅

で
説
明
を
し
て
い
る
時
も
、
車
は
ど
ん
ど
ん

通
過
し
ま
す
。 

 

「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
い
て
、
危
な
い
よ
！
」

と
ド
ラ
イ
バ
ー
の
き
つ
い
視
線
を
感
じ
ま

す
。「
新
皆
野
橋
が
で
き
れ
ば
交
通
量
は
減
る

か
ら
、、、」
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
車
は
通
り

ま
す
。
朝
夕
、
皆
野
高
校
の
生
徒
た
ち
が
通

り
ま
す
。 

 

荒
川
に
架
か
る
橋
で
歩
道
が
な
い
の
は
皆

野
橋
だ
け
で
す
・ 

 

町
の
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
も
入
っ
て

い
ま
す
。 

後
日
、
村
岡
県
議
は
県
の
担
当
部
署
へ
申

し
入
れ
を
し
ま
し
た
・ 

 

町
か
ら
の
定
期
的
な
要
望
、
学
校
か
ら
の

要
望
、
町
の
人
た
ち
が
声
を
出
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

常
山 

 

知
子 

 
 
 
 
 

 

 

 
 
 

皆
野
橋 

現
地
視
察 

 

新
米
議
員
の
ひ
と
り
ご
と 

 
 

１
６
日
投
票
の
衆
議
院
選
挙
。
テ
レ
ビ
で

は
毎
日
毎
日
、
に
ぎ
や
か
に
取
り
上
げ
て
い

ま
す
が
、「
あ
ん
な
に
多
く
ち
ゃ
、
何
が
な
ん

だ
か
わ
か
ら
な
い
よ
。」
「
あ
っ
ち
に
行
っ
た

り
、
来
た
り
、
ま
る
で
就
職
先
を
さ
が
し
て

い
る
よ
う
だ
。」
そ
し
て
こ
ん
な
川
柳
も
で
き

た
よ
う
で
す
。 

 

「
ワ
シ
は
今
、
何
党
な
の
か
と
秘
書
に
聞

き
。」
笑
い
・
笑
い
・
笑
い
で
す
。 

 

「
消
費
税
を
上
げ
る
な
ん
て
、
と
に
か
く

困
る
」「
生
活
が
や
っ
て
い
け
な
い
。」
一
番

多
く
聞
く
声
で
す
。 

「
買
い
物
も
週
２
回
の
と
こ
ろ
１
回
に
な
る

ね
」「
す
る
と
商
店
は
も
う
か
ら
な
い
、
景
気

が
今
で
さ
え
悪
い
の
に
、
も
っ
と
悪
く
な

る
。」「
そ
う
だ
ね
ー
。」 

 

「
消
費
税
の
増
税
に
反
対
の
政
党
が
国
会

で
多
数
を
占
め
れ
ば
、
消
費
税
増
税
は
中
止

し
ま
す
。
と
い
う
法
律
が
作
れ
、
増
税
が
ス

ト
ッ
プ
で
き
ま
す
よ
。」 

 

さ
ら
に
対
話
が
は
ず
み
ま
す
。
い
そ
が
し

い
毎
日
で
す
。 

さ
て
１
２
月
は
、
町
議
会
が
あ
り
ま
す
。

年
の
瀬
で 

お
忙
し
い
時
期
で
す
が
、
傍
聴

に
来
て
く
だ
さ
い
。 


